令和７年度　秋季アテルイカップ６人制混合バレーボール大会開催要項
主催　奥州市バレーボール協会
１　開催日時　　　令和７年１１月２９日(土)　午前９時30分　　開会式
２　会場　　　江刺西体育館　　（江刺愛宕字宿150）35-5544
３　競技方法　　 ・参加チーム数によって試合形式を決定する。
４　参加チーム　　　・参加チームの形態は問わない。
・チーム編成にあたっては、必ず女性３名以上をエントリーさせること。
また、女性に代わり50歳以上の男性でも可とする。（１名まで）
　　　　　　　　　　・女性のエントリーができなくても大会には参加できる。※競技規則参照
５　申込方法　　　別紙参加申込書に所要事項を記入のうえ、E-mailにて申込みすること。
受付確認後、確認メールを送りますので受信設定をしておいてください。
（事務処理の簡素化のため、お手数ですがご協力の程宜しくお願いします。）
　　　　　           奥州市バレーボール協会アドレス
　　　　           　E-mail　：　ohsyu_volleyball@yahoo.co.jp　（　_　ｱﾝﾀﾞｰﾊﾞｰに注意！）
６　競技規則
2025年度(公財)日本バレーボール協会６人制競技規則を準用する。
【ローカルルール有り　別紙競技規則参照】
・ネットの高さ２ｍ24㎝
・ボール：ＪＶＡ公認球（５号）
７　参加料
　　５，０００円（代表者会議の際納付のこと）
８　締切期日　　 令和７年11月21日(金)　必着のこと。
９　組合せ抽選     当日受付後、代表者会議において抽選し組合せを決定する。
10　表彰
    各リーグとも第１位～３位まで表彰する。
11　その他　 ①　本大会は随行審判制にて行います。参加チームは、随行審判員及び線審員・点示員の協力をお願いします。
②　受付及び代表者会議を本部席にて当日９時より行いますので、出席願います。
3 開会式は会場別で行うので選手全員参加すること。
4 本大会は、バレーボールの普及、交流を目的とするのでユニホーム、ゼッケンの着用は義務としない。
5 昼食時間は設けません。試合間でお願いします。
6 協会初の試みであることから、競技規則などに変更が生じる場合があります。
12　本大会に関する問合せ先
E-mail　ohsyu_volleyball@yahoo.co.jp（奥州市バレーボール協会)
令和７年11月29（土）開催　　　　　　　　　　　　　　　【令和７年7月21（金）申込期限】
R７秋季ｱﾃﾙｲｶｯﾌﾟ６制混合ﾚｰﾎﾞｰﾙ大会参加申込書
チーム名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
連絡責任者名　　　　　　　　　　　　　電話番号　(　　　　)　　　　　　　　　　
連絡責任者住所　〒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
随行審判員　　　　　　　　　　　　(A級・B級・C級・県公認・家婦連・資格なし)
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(主将は、番号を○印で囲むこと)　
アテルイカップ６人制混合バレーボール大会競技規則
Ⅰチーム編成（ローカルルール）
１．チーム構成
（１）参加チームの形態は問わない。
（２）エントリーの際の男女穂比率は問わない。
 ２．競技者の条件
　 （1）男女３名づつの交互ローテーションとする。※男性・女性が交互にラインアップすること
　　　　 この順番は、そのセットを通じ維持しなければならない。
（２）女性に代わり５0歳以上の男性の出場を１名まで認める。
この際相手チームへの得点は付与しない。
　 （３）男性が４人コートに入る場合には、相手チームへ各セット５点付与する。
　 （４）男性が５人コートに入る場合には、相手チームへ各セット10点付与する。
　 （５）男性のみで試合をする場合には、相手チームは各セット15点付与する。
　 （６）付与される点数は、対戦チームにより相殺する。
Ⅱ試合進行
１．競技の中断
　 （1）タイムアウト
　　　　各チームは、１セットにつき２回のタイムアウトを認められる。このタイムアウトは１回につき30秒とする。
　 （2）選手の交代（ローカルルール）
　　　　ア．各セットの選手交代は交代競技者の人数まで出来るものとする。ただし、常に競技者の条件を満たしていなければならない。（男女３名づつ）
イ．先発競技者は交代してコートを離れた後もそのセット中、自分の元のサービス順の競技者と交代して１回のみコートに戻ることが出来る。
ウ．交代競技者が交代して一度ベンチに戻ったときは同一セットでは再びコートに戻ることは出来ない。
　２．コートの交代
　　　　各セット終了の都度コートを交代する。セット間は３分とする。
Ⅲ得点及び勝敗
　１．１セット２５点のラリーポイント制、３セットマッチで行う。
（ローカルルール）
　（1）2４対2４の時はデュースとし２点差がつくまで行う。
（2）得点は３０点で打ち切り、３０点を先取したチームを勝者とする。
（3）決勝戦は打ち切りなしとする。
２．万一、負傷などで試合続行不可能の場合には失格とし、相手チームがそのセット又はその試合の勝者となるために必要な点数が与えられ、失格となったチームのそれまでに得た点数はいかされる。
３．予選リーグにおいて同一の勝敗数となった場合は、セット率（得セット÷失セット）としセット率が同率の場合は、ポイント率（総得点数÷総失得点数）で算出し率の高いほうが勝者とする。
Ⅳプレー上の動作と反則
　１．プレー上の動作
　 （1）サービス
　　ア．ジャンプサーブは禁止とする。（ローカルルール）
　　　　イ．サービスはエンドライン後方のサービスゾーンから行い、両足又は片方の足がサービスゾーン内に触れていなければならない。（ローカルルール）
ウ、サービスヒット時は、足がラインに触れずに、又は味方コートに踏み込まずに打つ。
　　　　エ．サービスは、主審のサービス許可の吹笛後８秒以内に行わなければならない。
　 （2）ボールへの接触
ア．チームが相手ボールを返すまでにプレーできる接触回数は３回とする。ただしブロックによるボールへの接触は回数に数えない。
イ．ローテーションによりバックプレーヤーとなった場合は、フロントゾーン後方からネット上端より完全に高い位置にあるボールをアタック・ヒットしてはならない。
（ローカルルール）
　 （3）ブロック
　　　　ア．競技者は、フロントプレーヤーの場合のみ、相手のアタック・ヒットの後、ブロックすることができる。
　　　　イ．ブロックをした競技者は、続けてそのボールをプレーすることが出来る。
　 （4）同時の接触
ア．同一チームの２人の競技者が同時にボールに触れた時は、１回触れたものとみなす。この場合、いずれも引き続いてそのボールに触れることができる。
　 （５）リベロ
　　　　ア．チームは試合ごとにリベロを男女各２名づつ、最大４名エントリーすることができる。
（ローカルルール）
イ．リベロは、競技中に最大３名までコート上でプレーすることができる。この際においても競技者条件は満たしていなければならない。（ローカルルール）
ウ．リベロがコート上でプレーする際はリベロであることがわかるようビブスの着用が望ましい。（ローカルルール）
　２．以下のプレーがあったときは反則となり､相手チームに１点が与えられる｡
　　 （1）相手コートに打ち返すために、ボールへの接触回数が最大限３回を越えた時（オーバータイムス）ただし､ブロックによるボールへの接触があった場合には、最大４回プレーできる。
　　 （2）ボール接触中、明らかにボールが止まるようなプレーがあったとき。「静止・運ぶ・押し込む・持ち上げる」（ホールディング）
　　 （3）インプレー中にネットに触れたとき。（タッチネット）ただし、ボールをプレーする一連の動作でないときに相手チームの競技者のプレーを妨害しない限り反則とならない。また、相手チームの相手側の打球によりネットがふくらんでネットに触れたときも反則とならない。
　　 （4）明らかに同一競技者が、２度続けてボールに触ったとき。（ドリブル）「※ブロックを除く」ただし、チームの第１回目の接触は体の２ヶ所以上に当ってもよい。（その接触は､１つの動作中のものに限る）
　　 （５）サービスの打球時に､エンドラインに足が触れたり、味方コートに入ったとき。（フットフォールト）
　　 （６）選手の体の一部（手や足）がセンターラインを完全に踏み越えたとき（パッシングザセンターライン）
　　 （７）セッターがバックプレーヤーの際、フロントゾーンでジャンプしボールを相手コートへ返したとき。
（８）リベロプレイヤーのサーブ、ブロック及び、フロントゾーンでのオーバーハンドトスをほかのプレーヤーがネットより高い位置でアタック・ヒットしたとき。
Ⅴ競技の運営
競技の運営は、割与えられたチームにより主審１名、副審１名、線審４（２）名、点示員２（１）名の計８（５）名で運営する。
Ⅵその他
　上記に記載してない競技規則については（公財）日本バレーボール協会制定６人制バレーボール競技規則に準ずる。
